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気温変化
シミュレーション

MIROC5気候モデルによる

(AORI/NIES/JAMSTEC/MEXT)

「対策無し」ケース

「２℃未満」ケース
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過去と将来の気温と1.5℃の関係

(IPCC SR1.5 FAQ1.2より）

このままの
ペース

1.5℃未満を目指した場合の
気温の不確実性幅（2055年

CO2排出正味ゼロ）
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対策がまったく無い場合

現状の対策

パリ協定の自主目標(無条件)

パリ協定自主目標
(無条付き)

2℃目標との
ギャップ

1.5℃目標との
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UNEP Emissions Gap Report (2018)
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世界のエネルギー源の推移

石炭

石油

天然
ガス

原子力
水力 再エネ

(水力以外)

(Global Carbon Project, 2018)

？
米国における諸技術の普及率の推移
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「1.5℃」と持続可能性の関係

(IPCC SR1.5 FAQ5.2より）

現在の世界

様々な発展段階
の国々・コミュ

ニティー

SDGsの
達成度 CO2排出 気温変化

社会の
大転換

なりゆき

気候レジリエントな世界
すべての人の衡平と福祉


